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平 成２７年１２月 定 例 会

代 表 質 問 通 告 書 一 覧 （ １２月７日 ）

答弁を求める
質 問 者 名 質 問 項 目 及 び 質 問 の 要 旨

理 事 者

１ 県民生活を支える経済政策について 知 事

（１）今こそ知事がイニシアチブを発揮し、県内企業に対し、

内部留保を活用するなど労働者の賃金引き上げを呼びかけ

るべきと考えるがどうか。

（３０番）

宮本 次郎 （２）政府に対し、これ以上の労働法制の規制緩和を中止し、

(日本共産党) 正規雇用拡大のための支援メニューを実効性あるものに改

めるよう求めるべきと考えるがどうか。また、本県として

も、奈良労働局と連携し正規雇用の拡大に積極的に取り組

むことが必要と考えるが、知事の所見を伺いたい。

２ 奈良公園周辺の整備について 知 事

（１）景観に大きな影響を及ぼし、奈良公園の魅力を損ねかね

ない大型施設である（仮称）登大路ターミナルについて

は、建設を見直すべきと考えるが、知事の所見を伺いた

い。

（２）高畑町裁判所跡地については、その歴史的値打ちを多く

の人が共有し、当地を訪れる全ての人に触れてもらえるよ

うにすることが大切と考える。拙速な整備は行わず、史実

に基づく調査研究を優先させ、地域住民や県民がその成果

を共有し、意見を出し合う中で計画を立てるべきと考える

がどうか。

３ 大立山まつりと地域の伝統文化の保存・活用について 知 事

地域にある本物の伝統文化を活用して地域のにぎわいづ

くりを進めるためには、一過性のイベントではなく、地域

に根ざした祭りや伝統文化などに対する支援や、県立民俗

博物館の活用を積極的に進めるべきと考えるがどうか。
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答弁を求める
質 問 者 名 質 問 項 目 及 び 質 問 の 要 旨

理 事 者

（３０番） ４ 鉄道駅の駅員無配置化対策とバリアフリー化について 知 事

宮本 次郎

(日本共産党) 県として、鉄道事業者に対し、駅員無配置化対策を求め

るとともに、バリアフリー化が遅れている問題を真摯に受

け止め、エレベーターやスロープの設置などバリアフリー

化を積極的に進めるべきと考えるが、知事の所見を伺いた

い。

５ 子どもの意見表明権を保障した学校運営について 教 育 長

今後、県内でも具体化される主権者教育については、公

民教科での実践に限定するのではなく、学校生活のあらゆ

る場面で児童生徒を主体とした活動を保障することが大切

と考えるが、教育長の所見を伺いたい。

６ 学校図書館の充実について 教 育 長

小中学校の学校図書館における司書配置に対する支援を

含めた学校図書館の充実や、読書活動の推進に向け、県教

育委員会としてこれまでどのように取り組んできたのか、

また今後どのように取り組もうとしているのか。

１ 生活困窮者自立支援制度について 知 事

（１）生活困窮者自立支援対策について、関係機関との連携や

人材確保・育成等制度運営に関する課題の認識及びその対

応について伺いたい。

（３番）

猪奥 美里 （２）県内において、生活困窮世帯の子どもに対する学習支援

(民主党) 事業等の任意事業を広く実施するべきと考えるが、知事の

所見を伺いたい。
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答弁を求める
質 問 者 名 質 問 項 目 及 び 質 問 の 要 旨

理 事 者

（３番） ２ 家庭的養護の推進について 知 事

猪奥 美里

(民主党) 産みの親が育てることができない子どもを社会の中で育

てるという社会的養護の中で、「施設養護」から「家庭的

養護」へと転換していく必要があると考えるが、奈良県の

現状及び今後の取組について伺いたい。

３ 性的マイノリティへの理解促進について

（１）性的マイノリティの人々に対する差別、偏見、社会的不 知 事

利益について、人権上の課題として、どのように捉え、今

後どのような対策を推進していくのか、知事の所見を伺い

たい。

（２）教育現場において、性的マイノリティの児童・生徒に対 教 育 長

する対応について、どのように行っているのか。また、性

的マイノリティについて、児童・生徒に対する教育、教職

員に対する研修はどのように実施されているのか、今後の

方針も含めて伺いたい。

４ ふるさと納税について 知 事

県がふるさと納税を進めていくにあたり、返礼品となる

特産品の商品開発やＰＲ戦略等に更なる工夫を重ねるべき

と考えるが、県の取組及び今後の方針について伺いたい。

５ 奈良 Ｆｒｅｅ Ｗｉ－Ｆｉについて 知 事

（１）奈良公園周辺地区において整備された奈良 Ｆｒｅｅ Ｗ

ｉ－Ｆｉの現在の利用状況について伺いたい。

（２）Ｗｉ－Ｆｉは、インターネット環境を提供するだけにと

どまるのではなく、得られたデータを観光振興に活用する

など、新たな展開に繋げていく必要があると考えるが、知

事の所見を伺いたい。
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答弁を求める
質 問 者 名 質 問 項 目 及 び 質 問 の 要 旨

理 事 者

１ 国土強靱化地域計画について 知 事

（１）地域の災害対応力を充実させる観点から、公共事業など

のハード対策のみではなく、自主防災組織の強化や防災リ

ーダーの養成などのソフト面の取組が不可欠であると考え

（１４番） るが、検討を進めている国土強靱化地域計画の基本的な考

大国 正博 え方について伺いたい。

(公明党)

（２）交通ネットワークの強靱化を推進していくうえで、緊急

輸送道路の機能確保は極めて重要であり、そのためには、

橋梁やトンネルなど緊急輸送道路上の道路施設の点検、橋

梁の耐震化、法面からの落石対策を進める必要があると考

えるが、国土強靱化地域計画策定に向け、緊急輸送道路の

安全対策についてどのように進めていこうと考えているの

か。

２ 健康寿命日本一に向けた取組について 知 事

奈良県の目標である、平成３４年度までに県民の健康寿

命を日本一にするためには、市町村のモチベーションを高

めつつ、市町村と連携・協働し、県民に分かりやすい施策

を積極的に展開していく必要があると思うが、健康寿命日

本一達成のために、今後どのように取り組んでいくのか。

３ 奈良県総合医療センター跡地活用プロジェクトについて 知 事

奈良県総合医療センターの跡地について、地域包括ケア

のまちづくりという考え方のもとで、具体的に、どのよう

なスケジュールで、どのようなまちをつくろうと考えてい

るのか。
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答弁を求める
質 問 者 名 質 問 項 目 及 び 質 問 の 要 旨

理 事 者

（１４番） ４ ひきこもり状態の若者に対する支援について 知 事

大国 正博

(公明党) 本年４月、県庁に設置した「奈良県ひきこもり相談窓

口」は、開始から８ヶ月が経過したが、現在まででどのよ

うな相談状況となっているのか。また、見えてきた課題は

何か。そして、その課題を踏まえて、今後のひきこもり支

援策について、どのような展開を考えているのか。

５ 近鉄大和西大寺駅周辺の交通対策について 知 事

鉄道の立体化や近鉄線の移設については、難しい課題が

ある中で、奈良市の駅南区画整理事業の進捗やならファミ

リーのリニューアルなどを考えると、本県の方針を示さな

くてはならない時期がきているのではないかと考えるが、

近鉄大和西大寺駅周辺の交通対策を今後どのように進めて

いこうと考えているのか。


